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歳  入
（財源）

会　計　別 予　算　額 対前年度比（増減率:％）

一　般　会　計 62億1,900万円 △ 1.24

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 5億2,700万円 △ 0.57
土 地 取 得 1,299万円 21.52
介 護 保 険 5億5,986万円 △ 0.60
後 期 高 齢 者 医 療 1億2,528万円 4.56
宅 地 造 成 事 業 1億4,330万円 109.20

公営企業会計 農 業 集 落 排 水
処 理 施 設 事 業 6億7,366万6千円 44.29

令和８年度予算総額82億6,109万6千円

地方譲与税
2億670万円

繰越金　1億円 その他　1億7,068万8千円
令和７年度から
繰り越されるお金

財産収入など

　３月定例会は、２日に招集され、19日までの18日間の会期で開かれました。
　招集日には、新年度予算７件をはじめ、７年度の補正予算５件、条例制定・改正８件、その他２件の計
22議案が提出され、最終日には、７年度の補正予算２件、一部事務組合の議会議員の選挙３件が追加提出
され、いずれも原案のとおり可決・適任・選任しました。
　一般質問は、会期16日目（３月17日）に９人が当面する村政の問題を質問しました。

■  ３月定例会のあらまし ■

村税
43億5,946万7千円

村民税・固定資産税村民税・固定資産税
などの納められる税金などの納められる税金

法人事業税交付金
8,800万円

国庫支出金
2億6,513万9千円
国からの補助金など

使用料及び手数料
7,146万4千円

地方消費税交付金
2億6,100万円

繰入金　4億8,341万2千円
基金（貯金）取り崩しや
特別会計から入れるお金

県支出金
2億1,313万円
県からの補助金など

【村税の内訳】
・村　民　税 8億1,200万2千円
　 ＜ 内 訳 ＞ 個人 3億200万1千円

法人 5億1,000万1千円
・固定資産税 34億2,736万2千円
・村たばこ税 9,300万円
・その他税 2,710万3千円
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歳  出
（使いみち）

62億1,900万円の内訳

一般会計当初予算
令和8年度

総務費
12億3,023万円

民生費
15億4,463万5千円

衛生費　6億2,439万3千円

議会費
9,916万7千円

その他
1,343万9千円教育費

8億7,973万9千円

飛島バス、税金の賦課徴収、飛島バス、税金の賦課徴収、
防犯などにかかるお金防犯などにかかるお金

障がい者・高齢者福祉、敬老障がい者・高齢者福祉、敬老
センター・ふれあい温泉施設センター・ふれあい温泉施設
管理などにかかるお金管理などにかかるお金

すこやかセンター施設管理、予すこやかセンター施設管理、予
防接種・検診、ごみ処理などに防接種・検診、ごみ処理などに
かかるお金かかるお金

議会の運営にかかるお金公債費など
飛島学園、海外派遣、温水プール
維持管理などにかかるお金

農林水産業費
6億2,808万5千円

農業振興などに
かかるお金

商工費
6,004万8千円
商工振興などに
かかるお金

消防費
5億2,086万9千円
消防、防災などに
かかるお金

土木費
6億1,839万5千円
村道・住宅・公園
などの整備・維持
にかかるお金
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令和８年度の主な事業をピックアップ！
「災害に強い」「活気」「魅力」「人づくり」をむらづくりのテーマとして、

さまざまな事業が予算に盛り込まれています。その中から４つをピックアップしました。

魅力のあるむらづくり
《
新
規
》

　新築住宅を取得する契約（建築・売買）をし
た者に対して、初期費用の負担を軽減し、定
住の促進や液状化による被害の軽減を目的と
した補助制度です。

建設課  予算1,750万円

新築住宅取得に対する
補助をします

人づくりによるむらづくり
《
新
規
》

　飛島学園は開校から15年が経過し、一部老
朽化が進んでおります。飛島村学校施設長寿
命化計画に基づき、日常修繕を行い、予防保
全を行うことで長寿命化を図ります。（なかよ
し広場改修工事等）

教育課  予算8,406万円

飛島学園の補修工事を
行います

◀︎
飛
島
学
園
な
か
よ
し
広
場

活気のあるむらづくり
《
新
規
》

　マイナンバーカードを利用して、役場の開
庁時間以外でも、全国のコンビニエンススト
アなどに設置されている多機能端末機（マルチ
コピー機）で住民票の写しと印鑑登録証明書が
取得できるようになります。
　令和９年から運用開始予定。

住民課  予算1,415万円

コンビニ交付サービス
を開始します

災害に強いむらづくり
《
新
規
》

　地震時の電気火災リスクを低減し、災害に
強いむらづくりを目的として、感震ブレーカー
の設置に要する費用を補助します。（コンセン
トタイプは補助対象外）

総務課  予算90万円

感震ブレーカー設置に
対する補助をします

◀︎
コ
ン
ビ
ニ
交
付
イ
メ
ー
ジ
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一
般
会
計

質 

疑
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

問
題

問　

ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答　

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

は
、
出
生
な
ど
節
目
で
の
支
援

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

答　

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の

介
護
予
防
事
業
、
児
童
ク
ラ
ブ

の
夏
の
２
拠
点
化
と
利
用
要
件

撤
廃
に
よ
る
子
育
て
支
援
を
考

え
て
い
る
。

定
住
促
進

問　

人
口
流
出
防
止
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
説

明
を
。

答　

現
在
進
め
て
い
る
新
規
住

宅
地
開
発
に
加
え
て
、
新
た

に
、
新
築
住
宅
補
助
制
度
を

創
設
予
定
。

問　

住
宅
地
を
造
り
、
新
築
住
宅

に
補
助
金
を
出
す
だ
け
で
は
、

問
題
は
解
決
し
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、
い
か
が
か
。

答　

本
村
に
住
み
続
け
た
い
と
思

え
る
施
策
や
子
育
て
支
援
に
つ

な
が
る
施
策
に
挑
戦
し
、
子
ど

も
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　

村
営
住
宅
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

村
内
で
の
民
間
賃
貸
住
宅
を
推

進
し
て
は
い
か
が
か
。

答　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

て
、
賃
貸
住
宅
を
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

ず
は
、
制
約
の
あ
る
市
街
化
調

整
区
域
の
一
部
分
を
住
宅
系
の

市
街
化
に
し
た
い
と
考
え
、
勉

強
会
を
行
っ
て
い
る
。

問　

新
た
に
創
設
す
る
新
築
住
宅

補
助
金
は
、
建
て
替
え
も
対
象

と
な
る
の
か
。

答　

新
築
住
宅
に
建
て
替
え
る
場

合
は
、
対
象
と
な
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

問　

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
想
定
利
用
者

数
は
何
人
か
。

答　

令
和
８
年
度
は
、
１
月
か
ら

運
用
開
始
予
定
と
し
て
い
る
た

め
、
１
０
０
件
の
予
算
を
組
ん

で
い
る
。
利
用
者
が
増
え
る
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

愛
知
県
職
員
の
派
遣

問　

令
和
８
年
度
は
２
名
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
２
名
の
配
属

予
定
の
部
署
と
、
１
名
減
っ
た

理
由
は
。

答　

部
署
に
つ
い
て
は
、
総
務
部

と
開
発
部
に
１
名
ず
つ
を
配
属

予
定
。
派
遣
元
の
愛
知
県
と
調

整
を
し
た
結
果
、
２
名
と
い
う

形
と
な
っ
た
。

飛
島
公
共
交
通
バ
ス

問　

予
算
が
増
額
し
て
い
る
が
、

理
由
は
。

答　

令
和
７
年
10
月
に
ダ
イ
ヤ
を

改
正
し
て
お
り
、
そ
の
増
便
に

か
か
る
費
用
が
半
年
分
か
ら
通

年
分
と
な
っ
た
た
め
。

社
会
福
祉
協
議
会

問　

人
件
費
が
１
名
分
減
額
し
た

が
、
理
由
は
。

答　

自
己
都
合
で
辞
め
た
と
聞
い

て
い
る
。

問　

１
名
減
っ
て
も
事
業
運
営
に

支
障
は
な
い
の
か
。

答　

令
和
７
年
度
当
初
は
７
名

だ
っ
た
が
、
年
度
途
中
か
ら
６

名
と
な
っ
た
。
人
数
は
変
わ
ら

な
い
の
で
、
支
障
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

運
動
実
践
室

（
敬
老
セ
ン
タ
ー
）

問　

リ
ハ
ビ
リ
指
導
の
予
算
が
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
指
導
員

の
人
数
と
、
増
額
の
理
由
は
。

答　

指
導
員
は
原
則
４
名
で
運
営

す
る
の
で
、
人
数
に
変
更
は
な

い
。
本
村
の
１
時
間
あ
た
り
の

金
額
が
近
隣
市
町
と
比
べ
て
安

価
だ
っ
た
の
で
、
金
額
を
見
直

し
、
増
額
と
な
っ
た
。

剪
定
枝
処
分
委
託

問　

委
託
金
額
が
半
分
以
下
と

な
っ
て
い
る
が
、
理
由
は
。

答　

新
た
な
業
者
に
よ
る
見
積
額

を
参
考
に
予
算
設
計
を
行
っ
た

た
め
。

温
水
プ
ー
ル
委
託

問　

温
水
プ
ー
ル
監
視
員
を
減
ら

し
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
平
日
利
用

中
止
と
の
説
明
を
受
け
た
が
、

委
託
金
額
が
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
理
由
は
。

答　

令
和
７
年
度
と
比
較
す
る

と
、
１
９
６
万
５
千
円
の
減
額

と
な
っ
て
お
り
、
平
日
の
監
視

員
を
１
名
減
ら
し
た
。

問　

機
械
管
理
業
務
を
行
う
管
理

員
も
減
ら
す
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て

い
く
の
か
。

答　

温
水
プ
ー
ル
管
理
員
１
名
分

の
人
件
費
約
３
３
７
万
円
も
減

額
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

委
託
契
約
の
仕
様
書
に
機
械
管

理
内
容
を
組
み
込
み
、
職
員
も

随
時
対
応
す
る
予
定
。温

水
プ
ー
ル
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ふ
れ
あ
い
の
郷
再
編
事
業

問　

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
託

１
１
８
３
万
５
千
円
の
内
容
は
。

答　

主
な
委
託
業
務
内
容
と
し
て

は
、
公
募
資
料
案
の
作
成
と
し

て
い
る
。

討  

論

反
対 

…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

豊
か
な
財
政
を
持
つ
村
な
の
で
、

住
民
た
ち
が
豊
か
な
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
な
村
政
を
推
し
進
め
る

べ
き
だ
と
思
う
。
特
に
、
医
療
費

関
係
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
財
政

を
使
う
べ
き
だ
と
考
え
る
た
め
、

反
対
す
る
。

反
対 

…
…
… 

鈴
木　

康
祐
議
員

　

お
お
む
ね
は
賛
成
だ
が
、
混
沌

と
す
る
世
界
情
勢
の
中
、
ふ
れ
あ

い
の
郷
再
編
事
業
に
お
い
て
、
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
託
で
３
千
万
円

を
使
用
し
、
建
設
費
も
幾
ら
に
な

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
の
中
で
推

し
進
め
て
い
く
こ
と
に
、
甚
だ
疑

問
を
感
じ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成 

…
…
… 

伊
藤　

和
利
議
員

　

村
長
が
掲
げ
ら
れ
た
施
策
の
多

く
を
反
映
し
た
内
容
で
あ
り
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
節
減

を
念
頭
に
置
き
、
計
画
的
、
効
果

的
な
財
政
運
営
を
強
く
要
望
し
、

賛
成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

質 
疑

問　

令
和
８
年
度
の
医
療
費
の
見

通
し
は
。

答　

医
療
費
は
、
令
和
６
・
７
年

度
は
減
少
し
て
落
ち
着
い
て
き

て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
病
気

に
よ
っ
て
は
高
額
と
な
る
こ
と

も
あ
り
得
る
が
、
被
保
険
者
数

も
減
少
し
て
お
り
、
今
後
の
医

療
費
も
減
少
し
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。

問　

所
得
割
額
は
、
い
か
が
か
。

答　

他
町
村
と
比
較
す
る
と
、
本

村
の
所
得
割
額
は
、
随
分
と

低
い
。

問　

今
後
、
愛
知
県
下
で
統
一
さ

れ
る
の
か
。

答　

将
来
的
に
は
、
愛
知
県
下
で

統
一
さ
れ
る
見
込
み
。
統
一
の

時
期
は
未
定
。

問　

保
険
税
が
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
理
由
は
。

答　

愛
知
県
下
の
統
一
に
向
け

て
、
令
和
８
年
度
に
税
率
改
正

を
お
願
い
し
て
い
る
た
め
。

討  

論

反
対 

…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

物
価
高
で
生
活
が
厳
し
く
、
世

界
情
勢
も
お
か
し
く
な
り
、
ガ
ソ

リ
ン
も
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
状

況
下
で
、
保
険
税
の
値
上
げ
は
計

画
ど
お
り
行
う
と
い
う
考
え
方
、

そ
し
て
、
住
民
負
担
が
増
額
す
る

在
り
方
に
つ
い
て
、
反
対
す
る
。

賛
成 

…
…
… 

服
部　

高
志
議
員

　

愛
知
県
が
財
政
運
営
の
主
体
と

な
り
運
営
し
て
い
る
。
被
保
険
者

の
年
齢
構
成
が
高
く
、
医
療
費
の

水
準
が
高
い
と
い
う
構
造
的
な
問

題
に
加
え
、
被
保
険
者
数
は
減
少

し
て
お
り
、
国
保
財
政
を
維
持
す

る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
は
あ
る

が
、
住
民
へ
の
負
担
軽
減
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
。
今
後
も
保
健
事
業
の
充
実
と

国
民
健
康
保
険
の
健
全
な
運
営
を

望
み
、
賛
成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

土
地
取
得（

全
員
賛
成
で
可
決
）

介
護
保
険

質 

疑

問　

令
和
８
年
度
の
保
険
給
付
費

の
見
通
し
は
。

答　

令
和
７
年
度
並
み
に
抑
え
ら

れ
て
い
く
こ
と
が
ベ
ス
ト
だ

が
、
今
後
の
後
期
高
齢
者
人
口

は
増
加
の
見
込
み
で
あ
り
、
世

帯
類
型
を
見
て
も
、
単
身
高
齢

者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
も
増
加

の
見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
新

規
認
定
者
数
も
増
加
の
見
込
み

で
あ
る
の
で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
な

ど
の
作
成
件
数
が
増
加
す
る
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
も
増

加
す
る
と
考
え
て
い
る
。

討  

論

反
対 

…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

保
険
料
が
、
愛
知
県
下
で
も
大
変

高
い
状
況
で
あ
り
、
予
算
の
組
み
方

や
基
金
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
介
護
保
険
料
を
下
げ
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
の
で
、
反
対
す
る
。

賛
成 

…
…
… 

鈴
木　

康
祐
議
員

　

高
齢
化
・
長
寿
化
の
進
展
に
伴

い
、
特
に
増
加
し
続
け
る
要
介
護

高
齢
者
等
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
実
施
す
る
上
で
必
要
な
予
算

で
あ
り
、
適
正
か
つ
妥
当
な
も
の

で
あ
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
適
正
な
介

護
保
険
の
運
営
に
努
め
る
こ
と
を

要
望
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

老
い
て
も
生
き
生
き
と
長
寿
を
感

じ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
切

に
願
い
、
賛
成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

後
期
高
齢
者
医
療

質 

疑

問　

保
険
料
率
は
、
令
和
８
年
度

に
改
正
さ
れ
る
の
か
。

答　

改
正
内
容
は
、
所
得
割
額
が

11
・
13
％
か
ら
10
・
48
％
に
下
が

り
、
均
等
割
額
が
５
万
３
４
３
８

円
か
ら
５
万
６
１
３
０
円
に
上
が

る
。
ま
た
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
制
度
創
設
に
よ
り
、
令

和
８
年
度
は
、
所
得
割
額
０
・

25
％
、
均
等
割
額
１
３
６
２
円
が

上
乗
せ
と
な
る
。
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問　

低
所
得
者
層
の
値
上
げ
と
な

る
の
か
。

答　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
均
等

割
額
が
上
が
る
の
で
、
所
得
の

な
い
方
は
負
担
増
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

討  

論

反
対 

…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

保
険
料
が
大
変
高
く
、
払
え
な

い
と
の
声
が
届
い
て
い
る
。
お
年

寄
り
の
医
療
費
と
保
険
料
を
安
く

し
、
負
担
軽
減
が
で
き
る
制
度
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
た
め
、

反
対
す
る
。

賛
成 

…
…
… 

伊
藤　

秀
樹
議
員

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
年
々

増
加
す
る
高
齢
者
の
医
療
費
を
国

民
全
員
で
支
援
し
、
高
齢
者
も
医

療
費
の
一
部
を
負
担
す
る
と
い
う

相
互
扶
助
に
の
っ
と
っ
た
制
度
で

あ
る
。
今
後
も
高
齢
者
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

制
度
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

宅
地
造
成
事
業

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

公
営
企
業
会
計

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

工
事
請
負
契
約

の
変
更

宅
地
造
成
工
事

（
週
休
２
日
）

　

設
計
変
更
が
生
じ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
。

契
約
の
金
額

１
億
２
５
２
２
万
６
２
０
０
円

（
１
７
７
７
万
３
８
０
０
円
減
額
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

補正予算

梅之郷処理場

会  計  名 今回の補正額 総　額

一般会計（第７号） 8,328万1千円 65億3,246万8千円

一般会計（第８号） 269万5千円 65億3,516万3千円

特別
会計

国民健康保険（第２号） △2,493万2千円 5億1,461万6千円

土地取得（第１号） 116万4千円 1,185万4千円

介護保険
（第２号）

【保険事業勘定】 △4,308万7千円 5億6,349万8千円

【サービス事業勘定】 △2万2千円 58万4千円

後期高齢者医療（第３号） 86万8千円 1億2,611万4千円

宅地造成事業（第１号） 繰越明許費の設定

3月定例会　補正予算一覧

※執行見込・事業完了に伴う補正および基金への積み立てが主なものです。 （全て全員賛成で可決）

（△は減額）

一般会計（第７号）の主な内容

●法人村民税����� 2億323万1千円増額
●地域整備基金繰入金��4億1,265万円減額
●繰越金������ 1億6,012万6千円増額

歳入

●公共交通バス利用促進事業…3,000万円減額
●基金費������ 4億7,436万6千円増額
●道路維持管理事業���2,978万2千円減額

歳出

一般会計（第８号）の内容

●社会保障・税番号制度システム
　整備費補助金
　������269万5千円増額

歳入

歳出 ●戸籍住基台帳管理事業

　������269万5千円増額

令和7年度
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条
例
制
定
・

改
正

飛
島
村
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
の
制
定

　

犯
罪
被
害
者
の
方
た
ち
の
心
に

寄
り
添
い
、
権
利
利
益
を
保
護
し
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
犯

罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
基

本
理
念
を
定
め
、
村
・
村
民
・
事

業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
施

策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

た
め
、
制
定
す
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

飛
島
村
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基

づ
き
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

（
※
）を
行
う
事
業
者
が
、
令
和
８

年
度
か
ら
給
付
を
受
け
る
た
め
に

順
守
す
べ
き
運
営
の
基
準
を
定
め

る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

※�

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

と
は
？

　

�　

乳
児
等
支
援
給
付
の
支
給

に
係
る
事
業
と
し
て
市
町
村

が
確
認
し
た
乳
児
等
通
園
支

援
事
業（
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
）の
こ
と
。

飛
島
村
行
政
手
続
条
例
の

一
部
改
正

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た

め
の
規
制
改
革
を
推
進
す
る
た
め

の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
行

政
手
続
法
が
改
正
さ
れ
、
意
見
陳

述
手
続
の
通
知
を
公
示
送
達
に
よ
っ

て
行
う
場
合
の
方
法
に
つい
て
、「
書

面
提
示
規
制
」
に
関
わ
る
見
直
し

を
行
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

公
表
を
前
提
と
し
た
改
正
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
文
の
整

備
を
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

飛
島
村
職
員
の
分
限
に
関

す
る
手
続
及
び
効
果
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

村
職
員
の
分
限（
職
員
の
意
に
反

す
る
降
任
・
免
職
・
休
職
等
）に
関

す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

飛
島
村
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
に

お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

納
付
金
課
税
額
の
導
入
、
所
得

割
額
の
税
率
改
定
に
伴
い
、
改

正
す
る
も
の
。

質 

疑

問　

国
民
健
康
保
険
税
が
値
上
げ

さ
れ
る
が
、
景
気
が
悪
く
、
物

価
が
高
く
な
っ
て
い
る
今
、
な

ぜ
値
上
げ
す
る
の
か
。

答　

令
和
６
年
度
か
ら
２
年
お
き

に
税
率
を
見
直
し
、
段
階
的
に

愛
知
県
が
示
す
標
準
税
率
に
近

づ
け
て
い
く
と
い
う
方
針
を
示

し
て
い
る
。
今
、
税
率
を
上
げ

て
お
か
な
い
と
、
今
後
さ
ら
に

住
民
の
皆
さ
ま
に
負
担
増
を
強

い
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
今
回

の
税
率
改
正
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　

幾
ら
の
値
上
げ
と
な
る
の
か
。

答　

世
帯
の
所
得
に
よ
っ
て
違

う
が
、
１
世
帯
あ
た
り
、
平
均

で
約
１
万
８
千
円
の
増
額
と
な

る
予
定
。

討  

論

反
対 

…
…
… 

橋
本　

渉　

議
員

　

今
、
物
価
高
で
景
気
も
悪
く
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
も
大
変
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン

等
の
値
上
げ
の
影
響
に
よ
り
、
さ

ら
に
物
価
が
上
が
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状

況
下
で
国
民
健
康
保
険
税
も
値
上

げ
と
な
る
と
、
生
活
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

賛
成 

…
…
… 

伊
藤　

豊　

議
員

　

法
改
正
に
よ
る「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
納
付
金
課
税
額
」
の
導
入
、

国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
統
一
を

見
据
え
た
税
率
改
正
で
あ
り
、
国

保
財
政
を
安
定
に
運
営
す
る
た
め

に
必
要
な
改
正
で
あ
る
た
め
、
賛

成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

飛
島
村
児
童
福
祉
施
設
条

例
の
一
部
改
正

　

令
和
８
年
度
か
ら
乳
児
等
通
園

支
援
事
業（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
）を
実
施
す
る
第
一
保
育
所
を
利

用
す
る
方
の
利
用
料
・
納
入
期
限

を
定
め
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

利
用
料
は
１
時
間
３
０
０
円（
非
課

税
世
帯
は
１
０
０
円
、
生
活
保
護

世
帯
は
無
料
）。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

飛
島
村
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
所
得
の
額
の
算
定
方

法
お
よ
び
保
険
料
率
の
算
定
に
関

す
る
特
例
を
規
定
す
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

飛
島
村
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損

害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
消
防
作
業
従

事
者
等
の
補
償
基
礎
額
・
扶
養
に

係
る
補
償
基
礎
額
の
加
算
額
を
改

正
す
る
も
の
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）




